




作業の順番   ユーザーの現状（Before）               DI-WSを導入すると（After） 

① 元データの保管   ・基幹、部門、個人でばらばらに保管      ・ﾕｰｻﾞｰ自ら、DI-WSの中に必要なﾃﾞｰﾀを集約 
   （日常業務で）     ・ﾕｰｻﾞｰは何処に何があるのかわからない    ﾏｳｽﾄﾞﾛｯﾌﾟでｽﾄﾚｰｼﾞ。急なﾃﾞｰﾀ追加も可 
    input           ・日々増殖する保管（海外など）            ・保管状況はﾕｰｻﾞｰがGUIで常時確認   
                                                                                            ・SNSで皆が元データの情報をﾘｱﾙﾀｲﾑに共有 
 
                                              ・                                 
                                                                                                                                   
        extract 
                            

② 必要なﾃﾞｰﾀの抽出  ・情報部門に依頼してﾃﾞｰﾀを待つ（基幹）     Search機能を使って、ﾕｰｻﾞｰ自身でほしい  
   （都度、頻繁に）     ・基幹ﾃﾞｰﾀ抽出は都度外注（ｺｽﾄと手続き）   データを自らGUIで目視確認しながら抽出 
        （ETL）     ・頻発する「あのﾃﾞｰﾀはどこ？」（部門・個人）   （疎結合の良いところ！） 
                ・ﾕｰｻﾞｰ自らの手で抽出できない、正しい    ・都度の外注や社内依頼は一切不要！ 
                 抽出なのかも確認不可能（密結合）  

③ 抽出したﾃﾞｰﾀの    ・社内情報部門や外注業者に都度依頼    ・DI-WSのGUI上で、ﾕｰｻﾞｰ自身が過程を             
  一次加工 DI       ・高価なDWHやETLツール。ﾕｰｻﾞｰは加工    確認しながらﾃﾞｰﾀ加工。納得いくまで 
    （都度、頻繁に）    の過程も結果も判らない              試行錯誤  
                ・頻発する「言った、言わない」とコスト増    ・都度の外注や依頼は一切不要！ 
         

④ 加工ﾃﾞｰﾀの分析   ・高価なBIﾂｰﾙで社内情報部門や外注     ・DI-WS上で連携したBIに加工したCSVを 
   集計・可視化 BI    業者に都度依頼して作業            ﾕｰｻﾞｰが流し込んで分析・可視化  
   （都度・頻繫に）    ・結果に違和感があれば、再度外注      ・試行錯誤しながら、ﾕｰｻﾞｰが納得いくまで 
      Output       ・属人化したSuperエクセラー（部門）       ・都度の外注や依頼は一切不要！  
           
    
⑤ ｺｽﾄ、ｾｷｭﾘﾃｨ     ・情報部門の莫大な初期投資と保守費      ・DI-WSでﾃﾞｰﾀ保管→抽出→加工→BIまで  
   社内手続き       ・ﾃﾞｰﾀやり取りの過程でｾｷｭﾘﾃｨの問題         一気通貫。安価な初期導入費と保守費 
                                             ・ﾕｰｻﾞｰ部門稟議で購入。即決！！    
                                             ・WSなので、部門外にﾃﾞｰﾀ流出なし！！   



ＤＷＨ：初期導入費用 1億円！ 
     保守・抽出費用 年間２０００万！ 

毎回情報システム部に依頼・稟議・社内振替の煩雑さ 

初期導入費用 ４６８万円！ 
保守費用 年間７８万円！ 

営業企画部長自らデータ加工。情報システム部への
依頼・稟議・社内振替等、一切なし！ 

安っ！ この額なら俺の
決済で大丈夫！ 

営業企画部長Ｈ 



DI-WS（ｸﾗｲｱﾝﾄ）の機能 

① ﾃﾞｰﾀの登録（日常業務） 

② 必要なﾃﾞｰﾀの抽出と確認（都度） 

③ ﾃﾞｰﾀの一次加工（縦結合）（都度） 

④ ﾃﾞｰﾀの一次加工（横結合）（都度） 

⑤ ﾃﾞｰﾀの集計（都度） 

⑥ ﾃﾞｰﾀへの新たなフラグ付与（都度） 

  BIは、WS上で連携したｿﾌﾄで実施 

ＣＳＶデータをﾕｰｻﾞｰがGUIのみでハンドリングします！ 



ＤＢ（現場） 

社内基幹システム 

現場（生産）、財務、営業がデータ入力 
ＤＢ（財務） ＤＢ（営業） 

ＤＢ（調達） ・・・・・・・・ 

建設工事マスター 工事実績契約ＤＢ 
月次施工実績（請
負・完工）データ 

情報システム部Ｈ 

前田建設基幹システム用ＤＷＨ 

ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞｰ用ＵＩ 

営業企画部長Ｈ 

SUM、IF、VLOOKUP… 決算発表会、経営会議へ   Ｈ部長の悩み 

ＤＷＨは便利なんだ
けど、今のﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰ
ＤＢだけじゃ分析で
きなくて、追加変更し
たいんだけど、情報
システム部のＨ君に
頼むと外注稟議も社
内振替も大変なんだ
よね。えっ、うちのＤ
ＷＨ、そんなに保守
費用がかかってる
の？ 

集約ＤＢ（ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰＤＢ） 

PJｺｰﾄﾞで紐付け 

エクセルで図化 

前田建設の決算発表会の資料作成（経営企画部門）の事例でご説明します 



ＤＢ（現場） 

社内基幹システム（そのまま運用） 

現場（生産）、財務、営業がデータ入力 ＤＢ（財務） ＤＢ（営業） 

ＤＢ（調達） 

マスター 

工事績契
約ＤＢ実 

月次施工
実績（請
負・完工）
データ 

ユーザー加工データ（ＣＳＶ化） 
 

営業企画部長Ｈ 

決算発表会、経営会議へ 

ＣＶＳデータを全部
自分の手元で、GUI

で確認しながら加工
ができる。便利だし、
自分で幾らでも試行
錯誤ができる。連携
しているBIツールに

流し込めば、エクセ
ルマクロなしで、すご
い可視化もできる。
何より、もう情報シス
テム部への稟議や
社内振替が全くなく
なる。助かるなあ。。。 

既存ＤＷＨ（ＣＳＶ化） 

DI-WSを導入すると、Ｈ部長は、こう変わります（After） 

建設工事 

DI-WS上で既存データおよ
び既存DWHﾃﾞｰﾀを自在に

加工・集計・フラグ付与（も
ちろんＨ部長自身が） 

既存データ（ＣＳＶ化） 



① ﾃﾞｰﾀの登録（日常業務） 

デスクトップに置かれたＣＳＶファイ
ルを、マウスによるドラック＆ドロッ
プによりID-WSに登録します。登録さ

れたＣＳＶは、ファイル管理システム
により常に確認できます。また、ファ
イルのバージョンや履歴管理、フォ
ルダ権限の機能なども、すべてマウ
ス操作によりｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞｰが行えます。 



② 必要なﾃﾞｰﾀの抽出と確認 

DI-WSのSEARCH機能を使って、その都度必要なＣＳＶファイルを検索して抽出します。検索

条件は登録しておくことが可能ですので、ルーチンになれば、マウスクリックのみで抽出でき
ます。エンドユーザーは、抽出されたＣＳＶファイルをGUIで目視確認し、間違いないことを確
かめた後、次の工程に移ります 



プロジェクトコード＝ＰＪコードは共通だから紐付 

ここにチェックを入れると。。。 

③ ﾃﾞｰﾀの一次加工（縦結合） 

複数のＣＳＶファイルを、まず縦
に結合します。共通スキーマは、
ユーザーがGUIで操作して合せ
ます。 



・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 
・ 
・ 

・ 

・ 

縦結合されたデータは、エクセル出力して、きちんと縦結合できているかをﾕｰｻﾞｰ本人 
が確かめます 

建設工事マスター 

工事実績契約ＤＢ 
月次施工実績 

紐付プロジェクトコード 

ユーザーによる結合結果の確認 



④ ﾃﾞｰﾀの一次加工（横結合） 
紐付したプロジェクトコードを
キー属性に横に結合 

おまけ：電話番号・郵便
番号・日付・法人名・氏
名・住所で簡易ｸﾚﾝｼﾞﾝｸﾞ
もできます 

次に、キー属性をマウスドラックにより設定し、
横結合を行います。なお、統一キーがない場
合でも、オプションにより名寄せやｸﾚﾝｼﾞﾝｸﾞ
をエンドユーザー自身が、GUI上のマウス操
作のみで行いことが可能です 
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ユーザーによる結合結果の確認 

横結合結果をエ
クセル出力によ
り、きちんと横
結合できている
かをユーザー本
人が確認します 



⑤ ﾃﾞｰﾀの集計 

横結合の後、集計を行うことができます。集計属性は、マウスクリックにより上のメニューか
ら選び、結果をエクセル出力してユーザーが確認します 



集計結果の出力をエクセルで確認し、横結合が正しく行われ
ていることをユーザー自身が確認します。これをＣＳＶにして、
同じDI-WS上で連結（疎結合）されたBIツールに流し込めば、

結果を可視化できます。さらに、この集計結果をもとにあたら
なフラグを立ててみます。これもすべてマウス操作で行います 

ユーザーによる結合結果の確認 



⑥ ﾃﾞｰﾀへの新たなフラグ付与 

集計パネルの新規属性をマウスドラックし、ここに新
しい属性の名前を入れ、「条件」をクリックします。な
お、簡単な四則計算は、隣の「計算」で行えます 



フラグの条件 

フラグの記載文字 

任意のAND OR条件の組合せ

（ベン図）に合わせて、ユー
ザーが任意のフラグをその場
で付与します。この結果をＣＳＶ
にして次のBIツールに流し込め

ば、お好きな層別分析が可能
になります 



前田建設工業におけるDIの適用事例 



ＤＢ（現場） 

社内基幹システム 

現場（生産）、財務、営業がデータ入力 
ＤＢ（財務） ＤＢ（営業） 

ＤＢ（調達） ・・・・・・・・ 

建設工事マスター 工事実績契約ＤＢ 
月次施工実績（請
負・完工）データ 

情報システム部Ｈ 

前田建設基幹システム用ＤＷＨ 

ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞｰ用ＵＩ 

営業企画部長Ｈ 

SUM、IF、VLOOKUP… 決算発表会、経営会議へ   Ｈ部長の悩み 

ＤＷＨは便利なんだ
けど、今のﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰ
ＤＢだけじゃ分析で
きなくて、追加変更し
たいんだけど、情報
システム部のＨ君に
頼むと外注稟議も社
内振替も大変なんだ
よね。えっ、うちのＤ
ＷＨ、そんなに保守
費用がかかってる
の？ 

集約ＤＢ（ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰＤＢ） 

PJｺｰﾄﾞで紐付け 

エクセルで図化 

用途開発事例１：決算発表会の資料作成の裏（経営企画） 



用途開発事例２：Webの公開発注情報を集めたい（営業） 

土木事業本部長A 

国土交通省とネ
クスコが改札情
報を開示してい
る。明日の営業
会議にデータを
出せ！ あっ 
県や市町村もつ
いでに頼むよ 

土木営業部B データの形式
が毎月、省庁、
支局ごとにば
らばらだ。外注
する時間も金
もない。今夜も
また徹夜かー 

気にせずどんどん突っ込む 

公共工事入札結果統合分析システム（M-Bids） ユーザー自身で、欲しい情報を欲しい形で取り出せます 

建設業のITリテラシーで全然OK！ 



用途開発事例３：工場生産シミュレーション分析の前処理（技術） 

建築事業本部生産ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 

生産施設シミュレー
ションで、競合に一歩
先んじている。シミュ
レーション結果を様々
な切り口で分析し、顧
客に提供したい。数万
行のエクセルデータに 

フラグや枝番を自分で
立てたいんですが。。。 

ﾛｯﾄﾏｽﾀｰ 

生産プラン 

生産機械データ 

・ＣＳＶ結合 
・プロセスIdで横結合 
・フラグ機能で新たな工程No.の枝   
番を付与 

 


